
デジタルコンテンツの新たな市場を生み出す技術としてNFTが注目されています。NFTとは
Non-Fungible Tokenの頭文字をとったもので、デジタル上の物の所有者などの情報を含むデジタル
データを指し、暗号通貨などに用いられているブロックチェーン上で発行されます。主な特徴として､
改竄が困難なことや取引履歴の追跡が容易なことのほか、「固有の価値を持つ」ことが挙げられます｡
｢固有の価値を持つ」とはすなわち個々のデータが唯一無二であることを意味します。暗号通貨は
個々のデータが等価であれば同じものであると認識される一方、NFTは仮に等価であってもそれ
ぞれが別のものであると認識されるのです。
近年、こうした特徴を持つNFTが画像やテキスト、楽曲などデジタルコンテンツの価値を大きく
向上させています。従来、デジタルコンテンツは複製が容易かつ原本と複製品の判別が困難である
ことなどから資産的価値を与えることが困難でしたが、NFTと紐づけることによりそれらが原本で
あることやその所有者の証明が可能となったことが主な要因です。実際、2021年３月に行われた
オークションで、アメリカのアーティストBeepleのデジタルアート作品が6,940万ドル（当時の相場
で約75億円）で落札されました。こうした話題が普及を後押しした結果、2021年は世界における
NFTの取引額が約177億ドルと前年の約214.5倍に増加したほか、取引数量が約19.4倍、市場参加者の
指標となるアクティブウォレット数（図表１注参照）が約29.0倍となるなど、市場規模が急激に拡大
しました（図表１）。また、NFTは転売による収益の一部を元の作者に還元するプログラムをあらかじめ
設定することができます。この仕組みにより、アーティストは従来困難であった二次流通市場に
おける収益の獲得が可能となりました。このように、デジタルコンテンツの価値の向上やアーティスト
による収益獲得機会の増加などをもたらすNFTは、コンテンツ産業の拡大に寄与すると考えられ､
様々な分野で活用が進んでいます（図表２）。
もっとも、現状は処理能力を上回る取引量の急増により取引手数料が高騰してしまうなど普及に
向けた課題も多くあります。加えて、国内においては、データなど無形物に対する所有権やNFTの
保有、売買にかかる会計基準の確立など法律の整備なども必要となっています。漫画やアニメをはじめ
とした世界で親しまれているコンテンツを多く有する日本は、NFTを活用できる材料があふれており､
NFTをコンテンツ産業のさらなる拡大の武器とするためにも、取引環境や法律などの迅速な整備が
期待されます。
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図表１ NFTの市場規模の推移 図表２ NFTの主な活用分野

（資料）L'Atelier BNP Paribas「Yeary NFT Market Report 2021」を
基に三十三総研作成

（ 注 ）ウォレットは保有するNFTの保管や送受信を行うための電子財布｡
アクティブウォレットは、その年に１回以上NFTを売買したウォ
レットを表し、市場参加者の指標となる。 （資料）各種資料を基に三十三総研作成
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NFTの役割、サービス例
作品が本物であるという鑑定書の役割を果たし､希少
性を付与する。
例：CryptoPunks（NFTアート）、
NBA Top Shots（バスケ選手カード）

物品の権利証をNFTとすることで、各種権利関係の
確認が可能となる。
例：美術品（スタートバーン㈱）

ゲーム内で獲得したアイテムやキャラクターを資産
化することにより、ユーザーの体験価値を高める。
例：CryptoKitties（バーチャルペットゲーム）､
My Crypto Heroes（ロールプレイングゲーム)

メタバース内の土地や建築物などの権利を確定する
ほか、異なるプラットフォームを跨いだデジタルアイ
テムの持ち越しが可能に。
例：The Sandbox（シミュレーションゲーム）､
Decentraland（同上）
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スマートフォンの普及によって、インター
ネットを日常的に利用するという行為は当然の
こととなりました。これらの事が影響してか、
2020年度の総務省の調査では情報源の重要度と
してインターネットを「非常に重要」あるいは
「ある程度重要」と回答したものが全体で77.3%
と、インターネット上の情報は重要視されるよう
になりました。（総務省：令和２年度情報通信
メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告
書より）
しかしながら、インターネット上には誤情報

が非常に多く存在しています。実際にインター
ネットで検索をすると、「■■には〇〇を食べる
と症状が良くなる！」等、根拠のない情報をイン
ターネット上で簡単に見つけることが可能です。
では、本当に信用できる情報とはどのように判断
すべきなのでしょうか。
結論から述べてしまいますと、健康情報に関

して、WHOや政府機関、各疾患の学会が発信して
いる内容は信ぴょう性が高い情報です。これら
の組織が発信している内容に関しては、様々な
論文を専門家達が調査し、妥当である、あるいは
現状、効果的であると考えた方法を発表している
為、信ぴょう性が高くなっています。最近では、
各疾患の治療ガイドライン等がインターネット上
で気軽に閲覧することが可能です。ガイドライン
は先ほども述べた通り、現時点で一番妥当・効果
的である方法が記載されている為、何か気になる
事があれば、ガイドラインの最新版を確認する
のが良いでしょう。このように、根拠がしっかり
としているか、専門家が発信しているかは重要な
判断材料となります。
このようにすべての情報が根拠に基づいていれ

ば苦労は全くないのですが、残念ながらそうは

行きません。インターネットの普及は、情報発信
を容易にしてきました。中でも健康に関する情報
というのは、個人の体験談を容易に発信しやすい
為、専門家以外が個人の体験談に基づいた知見を
語ることも少なくありません。このような発言は
時にエコーチェンバー現象と呼ばれる問題を発生
させる可能性があります。これは自分の価値観と
似たユーザーの主張ばかりを見てしまうことに
よって、自分の意見や思想が肯定され、自分の
主張や思想が一般的であると勘違いしてしまう
現象です。結果として間違った健康情報を信じ
切ってしまい、自身の健康を損なうだけではな
く、周囲から孤立する原因ともなりかねません。
自分の考えと合致している発言・情報発信が
あったからと言って妄信的にその発信者を信じる
というのは危険な行為です。
昨今の健康に関する情報に関しては何とかし
ようと企業や専門家が動いています。YouTube
やInstagram、twitterでは主に新型コロナウイ
ルスの誤情報を削除すると発表するなど情報その
ものに対する対応や、医師や専門家が、本当に
信用できる健康・医療に関するWebサイトを作成
しようという、正しい情報の普及活動もあります。
しかしながら、企業や専門家の動きで完全に
誤情報を削除することはできません。その為、
個人が誤情報に惑わされないことが必要です。
健康の情報に関して、一度専門家や政府機関は
どう考えているのかの確認、かかりつけ医がいる
のであれば相談するのも良いでしょう。簡単に
情報を手に入れることができるようになった現代
でありますが、簡単に手に入るようになったから
こそ、その情報が信頼できるかしっかりと確認
しましょう。
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